


質問① 第２５回研修会内容について、どうかんじられましたか?



質問② 心不全についてどのような知識の習得が必要だと考えられていますか?
（※複数選択可）



質問③ 心不全手帳を活用されている患者はいますか?
いる場合は、活用人数をご記入ください。



質問④ 心不全地域連携の中で、保険薬局薬剤師が担う役割として
重要だと思われることは何ですか（※複数選択可）



質問⑤ 次回の研修会で取り上げてほしい内容等について

サムスカ適応患者さんの病状について

具体的な薬の使い方

日常生活での注意点 最近出てきた薬の情報

薬の容量はどういう風に決めて処方されているのか。例 β遮断薬

在宅療養で必要な心不全の知識

心筋梗塞の予兆について

心不全処方の解説

入院時の具体的な治療やどの程度で退院できるのか

運動療法

血圧、体重管理ついて、食事、生活指導について薬局での指導

詳細な生活指導

日常生活で注意すべき点、食事と運動、しんどい時の対処法

日常生活における、食事指導・運動指導

心臓リハビリテーション

栄養士との連携

患者さんに対して保険薬局の薬剤師がすべきことが具体的事項

実際の症例の紹介(架空の症例でもよい）および症例検討

心不全手帳の交付状況、薬局での活用方法を教えてください。

心不全手帳の調剤薬局薬剤師の具体的な活用法を教えてほしい。

心不全薬薬連携において、他職種側から薬剤師に対する期待、要望脂質異常 肥満
非薬物療法
薬物療法のまとめ 心不全に合併する腎障害について
心不全症状の啓発

（連携）

（病態）（薬剤）

（生活）

（総合・その他）



心筋梗塞・心不全手帳の情報入手サイト
へのアクセス方法



おもて表紙裏 目次

「心臓病」に向き合う
患者の心構えと自己
管理の必要性

「地域連携パス」に
対する理解

患者と共有



・「かかりつけ薬局」
が記入されているか?

・記入を行う事での
連携の意思表示

・情報共有（連携）を
おこなうための医療
関係者の確認

・患者の病態
（診断と治療、経過）
の確認

（２Ｐ） （３Ｐ）



薬剤師（専門職）
として、患者の
相談を受け、
解決策、対応策を
考える事ができる
項目

（４Ｐ） （５Ｐ）

・患者が改善すべきと
理解している重要
項目の確認



・患者の服薬アドヒア
ランスの向上を目的と
して記入

・薬剤が追加・変更時に
情報のアップデート

・おくすり手帳とは別に
心筋梗塞・心不全手帳
にも服用薬情報を記入

・薬が変更の際は、情報
アップデートを実施

（６Ｐ） （７Ｐ）



マツダ病院
院外処方箋検査値
にも掲載の項目

処方薬の適正使用
の判断に活用

記入がなければ、
検査値項目を保険
薬局薬剤師が記入

患者と共有

（8－9Ｐ）



・薬剤服用歴管理指導
の確認項目でもある

・禁煙指導も、薬剤師
（禁煙指導薬剤師）が
行えるケア項目

例えば・・
「一包化提案」
「くすりカレンダー」
「多職種での服薬支援」
など、実施項目や提案
を記入

多職種と連携

（10－11Ｐ）



チェックがなければ、
説明を受けているかを
確認。
また、受けた説明を
患者が理解できている
かも確認。

患者が症状を適切に
把握して、重症化する
前に早期に病院に連絡
受診できるように指導

（12－13Ｐ）



有酸素運動から無酸素運動に変わるATポイントと

呼ばれる範囲の運動強度

公益財団法人 ⾧寿科学振興財団HPより



３１日×１２カ月の
健康管理記録を続ける
事が意義あることを
理解してもらう

薬剤師が相談窓口
として対応出来ること
があれば対応。
薬剤師が対応出来ない
場合は、多職種連携に
よる、解決への提案

（P14～ ）



アウトカムは、
『一年間再発や再入院がないこと』




